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コンプライアンスに関する基本方針

● コンプライアンスに関する基本方針
　MUFGは 、2021年4月 、 経 営 ビ ジ ョ ン の 名 称 を
「MUFG Way」に変更すると共に、共有すべき価値観・
中長期的にめざす姿とあわせて、社会における存在意義
（パーパス）を新たに定義しました。「MUFG Way」は
当社グループが経営活動を遂行するにあたっての最も基本
的な姿勢を示したものであり、すべての活動の指針です。
MUFG Wayの下にグループの役職員が日々いかに判断し
行動すべきかの基準として行動規範を定めています。行動
規範では、国内外のあらゆる法令を遵守し、公正・透明な

企業活動を誠実に行い、社会からの信頼・信用を守り高め
ていくことを表明しています。
　また、グローバルな業務展開が進展する中、マネー・ロ
ーンダリングや贈収賄の防止、競争法への対応等、各国の
法令・規制の動向を注視するとともに、金融犯罪の動向に
も十分に注意を払っています。

行動規範
この行動規範は、MUFG Wayの下に、グループの役職員が
日々いかに判断し行動すべきかの基準を示すものであり、疑問
を持ったり、正しい選択かどうか判断が難しいといったジレン
マに直面した場合の指針となるものです。

第1章は、お客さまに対する姿勢です。
私たちは、公正・透明な企業活動を誠実に行い、常にお客さま
本位で考え行動します。これは、私たちの業務の基本を成すも
のです。

第2章は、良き企業市民としての社会に対する責任です。
私たちMUFGグループは、お客さまのみならず、地域社会、国
際社会等からの信頼と信用の下に成り立っています。私たち
は、グローバルレベルで社会に対する責任を負っています。

第3章は、日々の職場における心構えです。
私たちMUFGグループが企業として成長を続け、お客さまや社
会に貢献していくために、私たちは活力があり働きがいのある
職場作りをめざします。

第１章　お客さまに対する姿勢
私たちは、常にお客さま本位で考え、お客さまの信頼・信用に
応えます。MUFGグループが今日あるのは、これまで長い間、
お客さまからの信頼・信用に支えられてきたからにほかなら
ず、これをさらに確固たるものにしていく為に、目先の収益に
とらわれず、持続的にお客さまの発展を支えます。

1-1. 誠実な行動
常にお客さま本位で考え、公正・透明な企業活動を誠実に行い
ます。お客さまの最善の利益を図り、お客さまの資産を適切に
取り扱います。

1-2. 品質の追求
お客さまとの末永い信頼関係を築くために、お客さまの声に耳
を傾け、商品・サービスの企画・開発から提供、その後の見直
しに至るまで、品質の管理を徹底し、改善に努めます。

1-3. 期待を超えるサービスの提供
世界のお客さまの多様なニーズに対し、プロフェッショナルと
して、グローバルなネットワーク、グループの総合力を活用し
て、変化をリードし期待を超えるサービスの提供をめざしま
す。

第２章　社会に対する責任
グローバルに事業を展開する中で、国内外のあらゆる法令等を
遵守し、金融システムの安定・信頼維持を図り、社会の健全な
成長に貢献します。一人ひとりがMUFGグループの一員として
の責任を自覚し、公正・透明な企業活動を誠実に行い、これま

　

で築き上げてきた社会からの信頼・信用を守り、高めます。

2-1. 社会ルールの遵守
国内外のあらゆる法令やルールを遵守することはもとより、高
い倫理観にもとづいた正しい行動をとります。社会インフラで
ある金融システムの機能不全やMUFGグループの信用失墜を防
ぐため、以下を含め業務に関係する法令やルールを遵守しま
す。

2-2. 金融犯罪・反社会的勢力への対応
金融犯罪および金融犯罪防止に係る規則・手続を潜脱しようと
する試みを一切許容しません。商品・サービスが各種金融犯
罪、マネー・ローンダリング（資金洗浄）およびテロ活動への
資金支援等に関係する個人および団体に利用されないよう努め
ます。

2-3. 社会への貢献
各地域の歴史・文化・慣習等を尊重し、企業活動や役職員の社
会貢献活動等を通じて、地域・国際社会の発展や環境の保全に
貢献します。

第3章　職場における心構え
絶えず変化・多様化する顧客ニーズや外部環境の変化をいち早
くとらえ、迅速に行動します。
役職員同士が、お互いを尊重し、プロフェッショナルとしての
個人の力と地域・業態を越えたチームワークが最大限発揮さ
れ、新しい試みに取り組むことができる職場をつくっていきま
す。そしてMUFGグループがこれまで築き上げてきた有形・無
形の資産・財産をしっかりと守ります。

3-1. 挑戦とスピード
チーム力を最大限発揮し、環境の変化をチャンスととらえ、新
たな分野に挑戦していきます。また、一人ひとりが知識・専門
性・人間力を高めるとともに、変化をリードするために主体的
に考え、決断し、直ちに行動に移していきます。

3-2. 働きやすい職場
全役職員の人権と多様性を尊重し、差別やハラスメント等を行
わず、見逃しません。

3-3. 会社の資産・財産の取り扱い
MUFGグループ各社の有形・無形の資産・財産を守り、これを
毀損するような行為を許しません。

3-4. 問題事象の報告・相談
法令・社則等や本行動規範に違反する行為等に気づいたら、速
やかに職場の上席者に報告・相談、あるいは内部通報制度等を
通じて報告します。
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コンプライアンス体制

● コンプライアンス体制
　持株会社および主要な子会社である銀行、信託、証券
（以下、「３社」）に、コンプライアンスに関する統括部
署を設置しています。各社のコンプライアンス統括部署
は、年次でのコンプライアンス・プログラムの策定や研修
等を通じコンプライアンスの推進に取り組むとともに、各
社の経営会議や取締役会に対して法令等遵守の状況に関す
る報告を行っています。
　また、持株会社では「グループコンプライアンス委員
会」、3社では「コンプライアンス委員会」を経営会議傘

下に設置し、定期的に、上記コンプライアンス・プログラ
ムや研修等のコンプライアンスの推進状況や法令遵守等の
状況などを含む、コンプライアンスに係る重要事項につい
て審議を行う体制を構築しています。持株会社では、
CCO（Chief Compliance Officer）および3社のCCO
を委員とするグループCCO会議を設置し、コンプライア
ンスに係る重要事項、およびコンプライアンスに関しグル
ープとして共通認識を持つべき事項について審議を行って
います。
　また、持株会社のCCOは、原則半期毎（年2回）に、
その取り組み状況等を取締役会に報告しています。

グループコンプライアンス委員会

グループCCO会議

持株会社（三菱UFJフィナンシャル・グループ）

コンプライアンス統括部・グローバル金融犯罪対策部
（コンプライアンス統括部署）

経営会議

取締役会 監査委員会

CCO
（Chief Compliance Officer）

報告・協議　等 指導・助言・指示　等

三菱UFJ銀行　 三菱UFJ信託銀行　 三菱UFJ証券ホールディングス 　その他の子会社など
グループ各社
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グローバル金融犯罪対策の態勢強化に向けた取組み

● グローバル金融犯罪対策の態勢強化
　MUFGは、マネー・ローンダリングおよびテロ資金供
与防止、経済制裁対応、贈収賄・汚職防止（以下、グロー
バル金融犯罪対策）の知見が集約している米国ニューヨー
クにグローバル金融犯罪対策部（GFCD）を設置し、グ
ローバル金融犯罪防止に向けてグループ・グローバルベー
スでのガバナンス・監督体制を整備しています。2017
年の設立以来、GFCDはグローバルに一貫した効率的な
業務運営を行うため、シェアードサービス化の推進や、専
門人材の採用、育成に取り組んできました。近年では、業
務のオフショアリングも推進しています。また、システム
の高度化やデータの活用により、グローバル金融犯罪コン
プライアンスプログラムを強化し、複雑化・巧妙化するグ
ローバル金融犯罪の検知に努めています。

　さらに、MUFGは、ウォルフスバーグ・グループ*1の一
員である銀行を通じて、他の国際的な金融機関と共にグロ
ーバル金融犯罪リスクに関するフレームワークや指針の策
定に貢献するほか、グローバルな規制動向や規制当局から
の期待水準の変化を先取りし、プロアクティブに対応して
います。
　今後も、社会からの信頼・信用を守り、高めることがで
きるよう、各国の監督当局やFATF*2等の国際機関の目線
に沿った、グローバル金融犯罪対策の強化を進めます。

詳細情報：グローバル金融犯罪対策
https://www.mufg.jp/csr/governance/financialcrimes/

*1 グローバル金融犯罪リスク管理の枠組み構築を目的とする12の国際的
な金融機関からなる非政府組織
*2 FATF：Financial Action Task Force on money laundering。マ
ネー・ローンダリング対策やテロ資金供与対策における国際協調を推進す
るための多国間枠組み

■組織図（三菱UFJ銀行・グローバル金融犯罪対策部）

*1 Anti-Money Laundering：マネー・ローンダリング防止　*2 Anti-Bribery and Corruption: 贈収賄・汚職防止　*3 Financial Crimes ：グローバル金融犯罪

CCO（Chief Compliance Officer）

FATF対日相互審査担当　執行役員
兼　グローバル金融犯罪対策部部長（特命担当）

Deputy CCO　兼　グローバル金融犯罪対策部長

グローバル金融犯罪
対策室（日本）室長
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グローバル金融犯罪
対策室（米州）室長

グローバル金融犯罪
対策室（アジア）室長

グローバル金融犯罪
対策室（欧州）室長

グローバル金融犯罪対策部所属

グローバル金融犯罪対策部以外の所属
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反社会的勢力に対する基本方針、指定紛争解決機関制度への対応について

● 反社会的勢力に対する基本方針
　MUFGグループは、次のとおり反社会的勢力に対する
基本方針を定め、役職員一同これを遵守することにより、
業務の適切性と安全性の確保に努めます。

1. 組織としての対応
　反社会的勢力に対しては、行動規範・社内規定等に明文
の根拠を設け、経営トップ以下、組織全体として対応しま
す。また、反社会的勢力に対応する従業員の安全を確保し
ます。

2. 外部専門機関との連携
　平素から、警察、暴力追放運動推進センター、弁護士等
の外部の専門機関と緊密な連携関係を構築することに努め
ます。

3. 取引を含めた一切の関係遮断
　反社会的勢力に対しては、取引関係を含めて、一切の関
係を遮断します。

4. 有事における民事と刑事の法的対応
　反社会的勢力による不当要求を拒絶し、必要に応じて民
事および刑事の両面から法的対応を行います。

5. 裏取引や資金提供の禁止
　反社会的勢力との裏取引は絶対に行いません。
　反社会的勢力への資金提供は絶対に行いません。

● 指定紛争解決機関制度への対応について
　指定紛争解決機関とは、行政庁が指定した紛争解決機関
で、金融機関の業務に関するお客さまからの苦情の申し出
および紛争の解決の申し立てについて、公正中立な立場で

解決のための取り組みを行っています。
　三菱UFJ銀行、三菱UFJ信託銀行はそれぞれ、以下の
指定紛争解決機関と契約を締結しています。

指定紛争解決機関の名称 一般社団法人全国銀行協会

連絡先および電話番号
全国銀行協会相談室
0570-017109または03-5252-3772

指定紛争解決機関の名称 一般社団法人全国銀行協会 一般社団法人信託協会

連絡先および電話番号
全国銀行協会相談室 信託相談所
0570-017109または03-5252-3772 0120-817335

三菱UFJ銀行

三菱UFJ信託銀行

※一般社団法人全国銀行協会は銀行法および農林中央金庫法上の指定紛争解決機関です。
※一般社団法人信託協会は信託業法および金融機関の信託業務の兼営等に関する法律上の指定紛争解決機関です。
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内部通報制度・会計監査ホットライン

● 内部通報制度・会計監査ホットライン
　MUFGは、内部通報制度をガバナンス上の重要ツール
と位置付け、コンプライアンス上の問題があれば早期に自
浄できるよう、グループ各社で内部通報制度を整備し、さ
らにグループ・グローバルに常時受付対応可能な
「MUFGコンプライアンス・ヘルプライン」を外部弁護
士事務所に設置しています（退職した社員も対象に含
む）。
　通報受付にあたっては、通報者の匿名性や寄せられた情
報の機密性を確保し、通報したことで不利益が及ばないよ
う行動規範や各社の社内規定で定めています。通報者の保
護を徹底しながら、通報された事象について調査し、是正
措置とフォローアップを実施しています。
　また、社員がコンプライアンス上少しでも気になること
があったときは迷わず利用できるよう、連絡先窓口のみな
らず通報実績を開示し、通報者個人を特定できない形で事
例の共有を進めるなど、制度への信頼性向上に努めていま
す。2024年度は当社および主要グループ各社の窓口で
計481件の通報を受け付けました。

　なお、2022年6月に施行された公益通報者保護法の改
正に対しても、グループ各社の子会社・関連会社を含めて
対応し、通報者がより安心して利用できる態勢を整備して
います。
　さらに、これらの内部通報制度とは別に、持株会社は、
法律事務所を通報窓口として、持株会社を含むグループ各
社における会計に係る不正処理等やそれが疑われる処理に
関する社内外からの通報を受け付ける「会計監査ホットラ
イン」を設置しています。

会計監査ホットライン
MUFGでは、グループ会社における会計、会計に係る内部統制および会計監査に関する不正処理（法令等に違反した事案）や不
適切な処理もしくはこれらが疑われる処理などについての通報窓口として会計監査ホットラインを以下のとおり開設していま
す。通報は書簡またはe-mailにより受け付けます。

弁護士法人北星法律事務所
住所：東京都千代田区有楽町1-9-4　蚕糸会館8階
e-mail address：MUFG-accounting-audit-hotline@hokusei-law.com

情報を送付する際には、以下についてご注意願います。
●対象は、MUFGグループ会社の不正等に関するものに限られます。
●当該事案に係る詳しい事実についてご記入ください。詳しい事実の提供がない場合、調査等に限界が生じることがあります。
●匿名で情報を送付いただいても構いません。
●通報者に関する情報については、通報者本人の同意がある場合を除き、第三者に対し伝達しません。ただし、法令上開示が必
要な場合、または調査・報告等に必要な限度において通報者の氏名を除く情報が伝達される場合を除きます。
●日本語または英語での通報をお願いします。
●ご要望があれば、通報受領後然るべき期間内に通報事案の対応等を通報者に還元するように努めますが、対応できない場合は
ご了承願います。
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